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要旨 近年、我が国の女性労働者については、いわゆるＭ字型カーブの変化、就業形態の多様化・非正社員の増加等の変化がみられるが、

その要因の一つとして、女性の職業・キャリア意識の変化が考えられており、継続就業意識の伸び悩み、再就職志向の増加、専門職志

向の強まり等が指摘されているところである。こうしたことから、女性の職業・キャリア意識の実態と変化をとらえるとともに、これらのキ

ャリア意識がなぜ生じ、変化しているのか、女性の属性や生活全般に関する意識と関連づけて分析するために、１）正社員、２）パートタ

イマー、派遣・契約社員、自営業者、内職、３）無業者の３グループを対象とする「女性と仕事に関するアンケート」を実施した。結婚、出

産・育児とのかかわりでみた女性の一生の働き方（ライフコース）を５つのパターンに分け、学校を卒業して働き始めた頃はどのような働

き方をしようと考えていたか、実際はどうだったか、また、現在はどういう働き方が望ましいと考えているかを調査で把握した。そして、こ

のパターンを就業継続型、再就職型、引退型の３つに再区分し、それぞれのパターンを志向する者の特徴とその影響要因を分析した。

その結果、学校卒業時に希望していたパターンと実際のパターンは一致している者が多いことが明らかになった。正社員は就業継続

型、パートタイマー等は再就職型、無業者は引退型である。ただ、どのグループでも現在は再就職型が最も望ましいパターンと考える者

が多い。このことから、我が国の女性労働力率のＭ字型は当分続くと考えられる。そして、女性のライフコースを決定する要因として、家

庭責任についての考え方、仕事のやりがい、仕事の充実度、昇進の希望の有無、働きやすい職場環境等が関わっていることが明らか

になった。また、正社員の就業意識を規定しているのは、年齢と婚姻状況であることも明らかとなった。

目次 序章　調査研究の概要

第１章　「女性と仕事に関するアンケート」の結果

　１　調査対象３グループの結果の比較

　２　正社員の調査結果

　３　パートタイマー等の調査結果

　４　無業者の調査結果

第２章　世代別にみた女性の就業パターン

　１　はじめに

　２　結婚・出産というライフコースの変化

　３　世代でみた雇用者比率の変化

　４　結婚・出産後も働き続ける人の割合

　５　結婚・出産退職者が再就業するするまでの年数

　６　結婚している人の就業経験年数の変化

　７　結婚後も働き続けるかどうかに影響する要因

　８　第１子出産後も働き続けるかどうかに影響する要因

　９　結婚・出産退職者が再就業するかどうかに影響する要因

第３章　正社員の就業意識

　１　女性労働力率が描くＭ字型カーブ

２ 正社員の年齢構成と婚姻状況
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　２　正社員の年齢構成と婚姻状況

　３　正社員の就業意識

第４章　結婚・出産退職慣行について

　１　結婚・出産退職慣行の普及度

　２　結婚・出産育児を機に辞めた人の退職理由

　３　結婚・出産退職慣行の有無と就業意欲

第５章　パートタイマーの分析

　１　データの概要

　２　疑似パートと典型パート

　３　不本意パートと自発的パート

　４　基幹型パートと補完型パート

第６章　無業者女性の分析

　１　就業希望の分析

　２　中年層の分析

第７章　日英比較

　１　夫の年収

　２　夫の家事分担について

　３　女性が働くことについての夫の考え方

第８章　職業キャリアの形成と結婚観・育児観との関連

　１　はじめに

　２　結婚観と就業状況

　３　子どもの養育に関する考え方と就業状況

第９章　就業選択の多様化と労働力率の動向

　１　はじめに

　２　女子労働力率の経済的要因と雇用政策の効果

　３　育児休業制度が女性労働者の勤続年数に及ぼす効果の実証分析

第１０章　主成分分析による調査対象地点の選定

　１　主成分分析の目的

　２　主成分分析の結果
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